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政　策 6 基本事業 68施　策 20

1-1 地域産業の活性化

1-2 活力ある農・林・水産業の振興

1-3 地域特性を生かした観光の推進

1-4 地域旅客運送サービスの
持続可能な提供の確保

2-1 自然と共生する
良好な生活環境の形成

2-2 地球にやさしい循環型社会の形成

2-3 快適生活の基盤づくりの推進

2-4 市民生活の安全性の向上

3-1 健康づくりの推進と医療体制の充実

3-2 安心して子どもを
産み育てられる環境の充実

3-3 高齢者が地域で自分らしく
暮らし続けられる環境の充実

3-4 共生する地域社会の実現

4-1 立志と将来への希望を育む
学校教育の充実

4-2 多様な学びを支援する
社会教育の充実

4-3 スポーツ・文化に親しむ環境づくり

5-1 活力ある地域づくりの推進

5-2 人権尊重・男女共同参画
の推進と多文化共生

5-3 市の魅力と価値を高める
多角的施策の展開

6-1 市民の視点に立った
行政サービスの提供

6-2 持続可能な行財政運営の推進

しんらい
信頼される
行政経営による
まちづくり

6

4 魅力的な就業環境と担い手の確保

4 水の安定供給と適正な排水処理

4 健全な消費生活の推進

4 結婚を希望する人への支援

4 社会保障制度の円滑な運営

4 文化財の保存・継承と活用

4 専門高校としての魅力を高める高等学校教育の充実

4 平和意識の醸成

4 議会運営への支援

4 公有財産の適切な管理と利活用

2 生産基盤の整備と農山漁村の振興

2 観光素材の創出と活用

2 バス交通の利便性向上と効率的運行

2 創業支援と企業誘致

2 大気・音環境の保全

2 ごみの適正な排出・処理

2 道路ネットワークの構築と道路施設の維持

2 火災の予防と救急・救助体制の充実

2 質の高い医療体制の確保

2 多様なニーズに応じた子育て環境の充実

2 高齢者の生活支援サービスの充実

2 障がい者の自立と社会参加の促進

2 地域ぐるみで子どもの成長を支える体制づくり

2 豊かな心と健康な体を育む支援体制の充実

2 芸術文化に親しむ環境づくりの推進

2 中山間地域の活動支援

2 あらゆる分野における男女共同参画の推進

2 広域的な連携の推進

2 市職員の人材育成の推進

2 歳入に見合った予算編成と適正な予算執行

3 農林水産業の稼ぐ力の向上

3 利便性の高い観光地づくりの推進

3 霧島ブランドの確立と販路の拡大

3 環境保全意識の向上

3 地球温暖化対策の推進

3 計画的な土地の活用と良好な景観づくり

3 交通安全・防犯対策の推進

3 健康危機に備えた感染症対策の強化

3 子育てに関する負担軽減の推進

3 住民参加と互いに支え合う地域福祉の推進

3 生活困窮者等への支援

3 多様な学びを支援する学習環境の充実

3 多様な教育活動・支援環境の充実

3 移住定住の促進

3 多文化共生の地域づくり

3 シティプロモーションの推進

3 市民と行政による情報の相互活用

3 適正・公平な課税・収納

KIRISHIMAみらいプロジェクト
第3期総合戦略
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1 農林水産業の担い手の育成・確保

1 国内外の観光客の誘致

1 総合的な公共交通の連携の強化

1 地域を支える産業の育成・支援

1 自然環境の保全

1 ごみの減量化・資源化

1 良質な住環境の整備

1 防災基盤の整備と災害復旧対策の推進

1 健康づくりの推進と拠点の整備

1 妊娠期から乳幼児期までの切れ目のない支援の充実

1 介護予防の推進と高齢者の生きがいづくりの充実

1 障がい者（児）への福祉サービスや支援体制の充実

1 生きる力を育む体験・交流活動の充実

1 夢実現のための学力の向上と個性を育む教育の推進

1 スポーツに親しむ環境づくりの推進

1 市民活動の支援と協働の推進

1 人権教育・啓発の推進

1 産官学との連携の推進

1 デジタル技術を活用した行政サービスの充実

1 効率的で適応力に富んだ行政運営

にぎわい
産業の活力があふれ、
交流と賑わいが
生まれるまちづくり

1

くらし
みどりあふれる

快適で暮らし続けたい
まちづくり

2

やさしさ
誰もが支えあいながら
生き生きと暮らせる
まちづくり

3

はぐくみ
社会を生き抜く力と
生涯を通じて

学びあう力を育む
まちづくり

4

きょうどう
市民とつくる
協働と連携の
まちづくり

5

基本構想（10年）

※丸数字は基本事業の番号です。

後期基本計画（5年）
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基本計画の見方
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施 策 の 現 状 と 課 題 施 策 で 目 指 す 姿 を 実 現 す る た め の 基 本 事 業

1 1
施策

変化する社会経済情勢への対応
少子高齢化の進行による社会構造の変化
やコロナ禍を契機とした消費者のライフ
スタイルの変化により、市内商工業者を取
り巻く社会経済情勢は大きく変化してい
ます。

●

市創業支援センター※の開設や、商工会議
所・商工会が開催する創業セミナーを通じ
た創業支援、民間主導・官民連携によるリノ
ベーションまちづくり※を推進してきました。
本市の地理的特性や企業立地に係る優遇
制度の充実等により、多くの企業誘致を実
現し、雇用創出に努めてきました。

●

●

官民連携により、本市ならではの良質な産
品や取組を地域ブランド「ゲンセン霧島※」
に認定する制度をつくり、普及・啓発に取り
組んできました。

●

現 状 市内商工業者が社会経済情勢の変化に柔
軟に対応できるよう、支援体制を強化する
必要があります。

●

新たな産業の創出を図るため、創業支援
や民間主導・官民連携によるリノベーショ
ンまちづくりの体制強化を図る必要があ
ります。
企業ニーズに沿った工業用地の確保や、就
労ニーズを満たす業種・業態の誘致を推
進する必要があります。

●

●

「ゲンセン霧島」認定制度のさらなる知名
度向上を図る取組や、特色ある認定品の
掘り起こしを行う必要があります。

●

課 題

創業支援と企業誘致の強化
現 状 課 題

地域産品のブランド化の推進
現 状 課 題

地域を支える産業の育成・支援��

� ●

●

「ゲンセン霧島」認定制度を推進するため、生産者等への制度の
普及・啓発や、特色ある認定品の充実に取り組みます。
生産者や関係団体が連携して、積極的に商談会などに参加する
ことで、認定品の販路拡大や販売促進を図ります。

� 霧島ブランドの確立と販路の拡大

●

●

市内商工業者の持続的な経営安定や経営基盤の強化を図るため
の支援制度を継続するとともに、社会経済情勢の変化に柔軟に対
応できるよう、新たな支援制度の創出に努めます。
商工会議所等と共同で策定する経営発達支援計画に基づき、市内
商工業者の持続的な発展を伴走支援します。

�� 創業支援と企業誘致
●

●

●

各種専門機関と連携した創業支援・フォローアップに加え、デジタ
ル技術の導入支援などにより、新たな時代のニーズに合った産業
の創出を図ります。
リノベーションまちづくりによる空き店舗等の活用促進や、その取
組を牽引するプレイヤーの発掘・育成に努めます。
企業立地に適した用地の確保に努めるとともに、本市の地理的条件や人材確保面での優
位性を生かした企業誘致活動を積極的に推進します。

施
策
で
目
指
す
姿

商工業者の持続的な経営安定や経営基盤の強化につながる各種支援
策の充実を図ることで、商工業者の所得向上を目指します。
創業支援やリノベーションまちづくりによる産業の育成・創出を推進す
るとともに、本市の強みを生かした企業誘致活動を展開し、活力ある産
業基盤を形成します。
「ゲンセン霧島」のさらなる知名度向上と、認定品の販路拡大・販売促進
を目指します。
関係機関との連携を強化し、多様な人材の就労や多様な働き方を支え
る環境づくり、若者の地元定着に努めます。

●

●

●

●
地域産業の活性化

ハローワーク等との連携体制の下、雇用
確保・就労支援に努めるとともに、大学・
専門学校・高校などの新卒者の市内就職
促進を図るための各種取組を行ってきま
した。

● 若者・女性・高齢者・障がい者などの多様な就
労ニーズに応じた雇用機会の確保を促進する
とともに、若者の流出抑制に向けて、児童生徒
への地元就職の魅力発信や、大学・専門学校・
高校などの新卒者の市内就職促進に向けた
取組を充実・強化する必要があります。

●

地域産業を支える人材の確保
現 状 課 題 �� ●

●

企業・ハローワーク・教育機関等との連携を強化し、若者・女性・
高齢者・障がい者など多様な人材を生かした地元雇用の創出や、
多様な働き方、ワーク・ライフ・バランス※等の啓発に努めます。
就職を意識し始める世代に向けて、市内企業や地元就職の魅力
を発信する取組を推進し、若者の地元定着を図ります。

魅力的な就業環境と担い手の確保

地域産業の活性化

にぎわい政策1 産業の活力があふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり

総合
戦略

総合
戦略

総合
戦略

総合
戦略
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施 策 の 進 捗 状 況 を 測 る た め の K P I

���������

長年勤める会社
自分の目で確かめて

㈱藤田ワークスに地元就職
本山 凌暉 さん

りょうきもとやま

　地元就職の決め手となったのが、企業説明会と
工場見学会。専門分野で世界シェアを獲得してい
ることや、社員の考えを大切にする社風があるこ
とを知り、「ここで働きたい」と思いました。長年勤
めるからこそ、会社選びは自分の目で確かめるこ
とが大事。住み慣れたまちで、自分の未来を描け
ることも、地元就職の良いところですね。

●
●

●
●

地元の商店やサービスを積極的に利用するよう努めましょう。
「ゲンセン霧島」認定品などの地域産品を積極的に利用し、その魅力や良さを市内外の消費者に広く
伝えましょう。
合同企業説明会や工場等見学会などの機会を通じ、市内の企業に関心を持ちましょう。
働く意欲を持って、自ら積極的にスキルアップに取り組みましょう。 

●
●
●
●
●
●

関係機関と連携して、商工業者の魅力創出に取り組みましょう。
社会経済情勢の変化やニーズに対応した商品・サービスの提供に努めましょう。
「ゲンセン霧島」認定制度やふるさと納税※を活用して、地域産品の販路拡大等につなげましょう。
求める人材や働く場としての魅力を積極的に情報発信しましょう。
経営の質を高めるため、従業員の意識啓発や人材育成研修に努めましょう。
ワーク・ライフ・バランス※等が図られた働きやすい職場環境づくりを推進しましょう。

商工会議所・商工会・事業者等で

地域産業の活性化

法人市民税・法人税割※の納税義務者数

創業支援センター※と創業セミナーにおける
起業・創業者数

立地協定締結件数（増設を含む、累計）

「ゲンセン霧島※」認定件数

高校卒業時の市内就職率

20事業者

100件

65件

3,500件

40.0％

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

60件
（2021）

80件
（2021）

11事業者
（2021）

3,432件
（2022）

34.2％
（2021）

経営発達支援計画
創業支援等事業計画
事業継続力強化支援計画
第２期子ども・子育て支援事業計画

2022～2026
2023～2027
2023～2027
2020～2024

個別計画名 計画期間
第３次男女共同参画計画
第６期障害福祉計画
すこやか支え合いプラン2021

2023～2029
2021～2023
2021～2023

個別計画名 計画期間

関　　連
個別計画
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みんなができることみんなができること

現状値 目標値

施策1-1

にぎわい政策1 産業の活力があふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり

0

25

50

75

100

その他運輸業製造業

本市発足後に企業と立地協定を
締結した件数。大半が製造業・運
輸業で、その他は卸売業・郵便
業・ガス業・専門技術業。過去5年
間の伸び率を基に、現状値の
25％増加を目指す。

立地協定締結件数(増設を含む、累計）

2017 2018 2019 2020 2021 目標値

件

年度

47

5
5
57

49

5
5
59

53

7
6
66

60

8
6
74

65

9
6
80

100

0

50

25

75

取組・活動産品・サービス

2018年度から認定制度を開始。
原則3年ごとの再認定と、新規認
定の掘り起こしにより、現状値か
ら5件増加を目指す。

「ゲンセン霧島」認定件数

2018 20202019 2021 目標値

件

年度

53

41

8

61

53

7

7

60

48

65

33

5
38

出典：商工振興課

出典：霧島ガストロノミー推進協議会
　　 

霧島ガストロノミーブランド「ゲンセン霧島」とは

　市内の産官学※で組織する「霧島ガストロノミー推進協議
会」では、平成30(2018)年から霧島ガストロノミーブランド
「ゲンセン霧島」認定制度に取り組んでいます。認定制度の
目的は、地域産品を認定品としてブランド化し販売拡大を図
ること、さらに認定品を通じて霧島全体のイメージアップを
図り、相乗的に本市への誘客拡大、地域経済の活性化を実
現していくことにあります。
　「ガストロノミー」は「地域を丸ごと味わう」という西洋起
源の考え方で、「ゲンセン」には霧島という源泉（ゲンセン）か
ら湧き出るモノ・コト・人を厳選（ゲンセン）し発信するという
意味が込められています。認定品には食育活動などの取組
や活動も含まれており、それぞれに込められた生産者の思

いやストーリーなどは、パンフレットや公式サイトで詳しく紹
介しています。認定品には「ゲンセン霧島」ロゴが表示され、
市内の物産館等を中心に販売されていますので、ぜひお試
しください。

霧島ガストロノミーの
公式サイトは
こちらから

市民一人一人で

3231

施策に関連する
SDGｓのゴールを
表示しています。

第3期霧島市ふるさと創生
総合戦略に該当する基本
事業を表示しています。

KPIや施策に関連するグラフ
等を表示しています。

施策に関連する取組な
どを紹介しています。

施策に関連する個別
計画名と、その期間を
記載しています。

第二次霧島市総合計画（後期基本計画）

「施策の現状と課題」
を踏まえた、5年間の
施策の方向性を記
載しています。

施策で目指す姿
施策を展開するに当
たって踏まえておくべ
き社会経済情勢や、本
市における現状と課題
を記載しています。

施策の現状と課題 「施策で目指す姿」を実現
するため、市民・地域・事
業者等に期待する役割を
記載しています。また、
「できること」に取り組ん
でいる市民のインタ
ビューも紹介しています。

みんなができること

「施策で目指す姿」を実
現するための基本となる
事業の方向性を記載して
います。

施策で目指す姿を
実現するための基本事業

施策の進捗状況を測る「も
のさし」として設定したKPI
(重要業績評価指標）を記載
しています。毎年度の施策
評価※において、KPIの推移
を見ながら、施策の展開状
況を振り返ります。

施策の進捗状況を測るためのKPI

目標値の方向性
　：増加を目指す
　：減少を目指す
　：現状維持を目指す
　:増加の抑制を目指すSTOP
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